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日本語のむずかしさ ―やさしくない日本語― 
田和 真紀子 准教授｜日本語日本文学科 
言語教育研究所（以下、言語研）主催の 2018 年フォーラムのテーマは「やさ
しいことばでつながる」でした。第一部では、日本語の母語話者と非母語話者に
とって「やさしい日本語」とはどういうものかを考えてもらうため、田和の方か
らは、「やさしくない日本語」というテーマで、日本語母語話者にとっては日ごろ
意識にも上がらないが、日本語非母語話者にとっては難しく感じる日本語表現に
はどのようなものがあるかについてお話ししました。  
 
１．導入 
まず、日本語非母語話者にとって日本語の何が難しいのかを、平成 24 年度「語
学指導等を行う外国青年招致事業」(JET プログラム)国際交流員(CIR)中間研修「や
さしい日本語」分科会の調査結果を参照し、確認しました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「会話」における日本語の難しいところの結果は以上のとおりです。2 位の文
法や 5 位の語彙などは、外国語を学ぶときにどの言語でも問題となるものですが、
1 位の敬語や 4 位の曖昧な表現などは日本社会の社会的な要因が関係する言語現
象です。1 位の敬語は、大人になってから習得する第二日本語とも言うべき存在
なので、母語話者にとっても難しいものですが、4 位の曖昧な表現は日本社会の
共通知や常識という文脈に依存しているため、それを共有していないと理解する
ことが難しくなります。また、3 位の擬音語・擬態語について、母語話者は状況
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を描写する語なのだから非母語話者にもわかりやすいだろうと思いがちですが、
日本語母語話者と非母語話者とでは、状況の認知の仕方や文化そして言語体系も
異なるため、実は理解・使用が難しいものです。  
 
次に「読み書き」における日本語の難しいところについても確認しました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
読み書きは、基本的に教育によって習得するものなので、非母語話者にとって
難しいものは日本語母語話者にとっても難しいものとなっています。注目すべき
点は 5 位の語彙の例に上がっている「専門用語」や「緊急・災害時のことば」で
す。「専門用語」は母語話者でも皆が知っているとは限りませんし、知らなくても
困ることは少ないと考えられますが、「緊急・災害時のことば」については緊急・
災害時に直面したすべての人の理解できる語彙である必要があります。（ちなみに、
この「緊急・災害時のことば」を非母語話者の人にもわかりやすく伝えるという
発想が「やさしい日本語」の原点になっています。この「やさしい日本語」につ
いては、次に西村先生にお話ししていただきました。）  
 このように、非母語話者にとって「やさしくない日本語」とは、母語話者にと
っても難しいものと、日本社会における一般常識という日本語母語話者が共有す
る文脈に依存した表現であることが窺われます。  
 
２．実例 
「やさしくない日本語」の実例として、難しい日本語として挙がっていた「曖
昧な表現」と「擬音語・擬態語」について掘り下げました。  
まず。「文脈依存の日本語」として「曖昧な表現」の例を見ていきました。  
ここで「曖昧な表現」として挙げている例は、文脈に高く依存している表現で
す。 
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①②が副詞をベースとした述語用法や感動詞用法のものです。「まったく君の
言う通りだ。」や「まったく烏は困った鳥だ。」のように、文頭の副詞に続く文が
定型的で予測可能な内容の場合、後続する文が省略されても、聞き手は副詞を手
掛かりとして後続する文を推測して理解しています。これが成立するには、会話
をしている聞き手・話し手の両方が文頭の副詞に  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後続する構文や文脈を共有し理解していなくてはなりません。つまり①②のよう
なタイプは、文脈に高度に依存している例だと言えます。このようなタイプは、
単語として覚えるだけでは不十分で、元の構文や文脈から理解している必要があ
ります。 
③④は、「結構だ／です」という語が〈十分である〉ことを表す語として使用
されているものですが、この〈十分〉が文脈上どのように解釈されるかによって、
まるっきり逆の意味である肯定応答・否定応答になるという例です。③の「結構
です」は〈十分あるので不要です〉という否定応答の意味になります。「結構です」
の前に否定の「いいえ」を付けるとわかりやすくなります。また、④の「結構で
す」は〈そのやり方で十分基準を満たしています〉という肯定応答の意味になり
ます。「結構です」の前に肯定を表す「はい」を付けるとわかりやすいでしょう。 
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次に「擬音語・擬態語」の例を見てみましょう。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
擬音語・擬態語―いわゆるオノマトペ―は、様態を言語化したものであること
から、「ある程度、人間に普遍的な（ひょっとしたら生得的な）音に対する感覚に
根ざしている」（今井・針生 2014:222）ため、非母語話者でも理解しやすいので
はないかと思われがちですが、実は「日本語を外国語として学ぶ外国人にとって
は最後まで困難に感じられる学習対象」（今井・針生 2014:222）でもあります。
非母語話者にとって擬音語・擬態語の習得が困難な理由として、音と意味の間に
ぴったりとくる感覚が母語話者と異なっているということが考えられます。  
例えば、⑤と⑥の「ドンドン」は、⑤が扉を繰り返し叩く打撃音の擬音語、⑥
は次から次へと連続して大量の仕事が溜まっていく様態を表す擬態語として使用
されています。母語話者は、この擬音語と擬態語の「ドンドン」に〈連続性〉や
〈多量性〉といった連続するイメージを持ちますが、意味の連続性として非母語
話者に説明することは可能でしょうか？  
また、⑦と⑧の「ガンガン」は、⑦が頭の激しく痛む状態を表す擬態語、⑧が
ためらいなく進む様子を表す擬態語として使用されています。さらに、ここでは
挙げていない擬音語の「ガンガン」も併せると、これら「ガンガン」で表される
擬態語・擬音語の意味の連続性を母語話者はうまく説明することができるでしょ
うか。母語話者は直感的に、これらの「ガンガン」に連続性を感じるかもしれま
せんが、非母語話者に説明するとなると、やはり難しいと思います。  
 
４．まとめ 
 以上のように、日本語母語話者が日ごろ特に難しいとも思わずに使用している
日本語の中には、日本社会の中で共有している知識や感覚に依存しているため、
非母語話者にとっては理解しがたい日本語、つまり「やさしくない日本語」が存
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在することを理解していただけたかと思います。しかし、このような「やさしく
ない日本語」が間違っているというわけではなく、非母語話者にとってわかりに
くい日本語のタイプを知ることで、非母語話者と日本語を使ってコミュニケーシ
ョンを取る際に、相手に伝わりやすい「やさしい日本語」とは何かを考えるきっ
かけになれば幸いです。 
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